
校長先生や教頭先生が私たち
を信頼して任せてくれるの
で、研究に取り組みやすいで
す。子どもたちを社会人、日
本人として一人前の大人に育
てるという目標を先生たちは
共有しており、全員が同じ方
向を向いているのでとてもや
りがいがあります。普通に授
業を行うよりも時間はかかり
ますが、かかった分の価値は
あると思っています。「研究発
表会」は誰でも参加すること
ができます。ぜひ私たちの取
り組みと子どもたちの真剣な
表情を見に来てください。

指定を受けた当初は不安もあ
りましたが、アドバイザーの
協力もあり、できることから
始めていきました。普段は、
教材の使い方などについて他
の学年の先生の知恵を借りる
ことはあまりありませんが、
ＮＩＥの場合は、新聞を使う
ので、お互いに使い方をアド
バイスし合ったり、教材とな
る記事を探してもらったりで
きます。今後も、子どもたち
に楽しんでもらい、自分たち
も楽しみながらＮＩＥの取り
組みを続けていきたいと思っ
ています。

今後も取り組みを続けていく
ためにも、自分たちがやって
いることは地域学習なのだと
いうことを子どもたちに意識
させたいです。子どもたちは、
今の環境が自然にできた、当
たり前のものだと認識してい
ますが、実際は地域の人の思
いがあってこそ存在している
ものです。それを知ることで、
自分の住む地域の素晴らしさ
に気づき、自尊感情を育てる
ことができると思います。環
境を守るために自分たちに何
ができるかをこれからも考え
てほしいです。

以前は、地域の人が授業のサ
ポートをすることに対して、
どうしても職員には不安があ
りました。しかし、取り組み
を続けていくうちに、「とても
助かる」という声を聞くよう
になりました。子どもたちの
ために一生懸命に取り組むボ
ランティアの姿は、職員の意
識も変えてくれたのです。県
の指定が終了した後も、この
取り組みを続けたいと思いま
す。分離新設校ができても、
地域とのつながりを大切にし
たいと思います。

大津北中学校では、県教育委員会から学力充実
研究推進指定校の指定を受け、平成 22年度

から「生きる力」を育む学校教育について研究を
進めている。中学校では、一人一人の学びを大切
にした授業で学力向上につなげることが重要にな
る。本年度は「一人一人の学びを大切にする授業
の創造」をテーマに取り組んでいる。

中学校は、学習内容が多いことや受験があるこ
とから、ある程度のスピードで授業を行うこ

とが要求されるが、授業中に全ての子どもが「わ
かる」「できる」ように、学習内容の視覚化・共
有化を行うなどの工夫をしている。また、全職員
が研究授業を 1回以上行い、より良い授業作りの
ために互いにアドバイ
スをし合っている。あ
わせて、生徒たちに分
かりやすかった点を聞
いたり相談するなどし
て、より効果的な方法
を模索している。11
月 25 日（金）には、
町民なら誰でも参加す
ることができる「研究
発表会」を開催する。

大津南小学校は、平成 11年の研究発表を
きっかけに 12年間環境学習に取り組ん

でいる。今年6月には、長年の活動が認められ、
「第 20回くまもと環境賞」を受賞した。環境
を守ろうという意識を高めること、自分たち
の古里の大切さを実感させることが、大津南
小学校の環境教育の大きな柱である。大津南
小学校では、学校の近くを流れる白川を題材
として「総合白川」というプログラムを作り、
総合的な学習の時間を使って各学年で取り組
みを行っている。また、これらの学習の成果を
さらに発展させ、環境保護のための実践活動に
も積極的に取り組んでいる。

白川が生み出す水と
自然を学ぶ環境

教育を継続することは
学校だけではできない。
先人の知恵と苦労、歴
史を語ってくれる人材
や環境ボランティア団
体の支援が整っている
ことも、大津南小学校
が取り組みを継続でき
る理由の一つだ。

大津東小学校は、昨年度から県の実践指定校と
して「ＮＩＥ～教育に新聞を」に取り組んで

いる。児童は全員「ＮＩＥノート」を持っており、
自分の選んだ新聞記事を切り抜いて保存する。好
きな記事を集めたり、テーマを決めて記事を集め
たり、教科の学習に必要な記事を集めるなど、使
い方はさまざまだ。また、1枚の紙に自分の選ん
だ記事を貼り付け、感想などをまとめたものを各
学年が作成している。

他にも、国語や社会、総合的な学習の時間など
で新聞を教材にして授業を行っている。教科

書ではほんの一部しか取り上げられていないこと
でも、新聞を教材に使うことで、体験者の話や今

も残っている遺跡など
について取り上げるこ
とができる。新聞記事
がきっかけで宇宙に興
味を持ち、宇宙につい
て自ら積極的に学んで
いる児童もいる。この
ように、ＮＩＥによっ
て学習だけでなく子ど
もたちの夢に対する思
いも広がることもある。

大津小学校では、平成 22年度から低学年の学
力向上を目的に、ＰＴＡ・地域住民・大学生

などが学習支援ボランティアとして朝自習などの
時間に学習サポートを行うという取り組みを始め
た。これは、県の基礎学力向上システム推進事業
に関するモデル校の指定を受けて実施しているも
ので、現在は 50人弱がボランティアの登録をし
ている。学習支援ボランティアは、主に低学年の
クラスに入って朝自習の指導やプリントの丸付け
などを行う。

特徴は、ボランティアが入るクラスを固定して
いること。そのため、ボランティアが一人一

人の子どもの特徴を知ることができ、的確な支援
ができるというメリッ
トが生まれる。また、
たくさんの子どもたち
と接することで町の全
ての子どもたちに対す
る愛情が湧いてくる。
地域とのつながりが薄
れていく中で、この取
り組みはそういったつ
ながりを強める一つの
要素になっている。
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